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　日本文化研究所では、デジタル・ミュージ
アムのより良い運用のために、不定期に研究
会を開催してきている。2018年度は、2019年
２月27日（水曜日）の午後に研究会を開催し、
講師に金城学院大学の桐原健真氏をお招きし
て、「書誌目録と全文テキスト：二つのデー
タベースの運用と展望」という題目でご講演
を頂き、また参加者全員で議論を行った。
　桐原健真氏は、近代日本倫理思想史、幕末
維新期思想研究などをご専門とし、下記の二
つのデータベースの構築・公開に関わってこ
られた：
・日本思想史文献データベース検索
　http://www2.sal.tohoku.ac.jp/dojih/
・日本儒林叢書全文データベース
　http://www2.sal.tohoku.ac.jp/jurin/
　「日本思想史文献データベース検索」は、
日本思想史に関連する書籍・論文の書誌情報
を収録したデータベースである。『日本思想
史研究』に1966年度分から掲載されてきた「日
本思想史学関係研究文献要目」を下敷きとし、
web上で公開することによって、日本国内だ
けでなく海外からも活用してもらうことを企
図したものであった。科学研究費補助金の研
究成果公開促進費の交付を受けて2006年から
公開されており、現在2013年度のデータまで
公開されているが、残念ながら現在は積極的
な更新は行われていないとのことである。
　「日本儒林叢書全文データベース」は、関
儀一郎編『日本儒林叢書』（全４期：1927～
1938）を全文テキストデータベース化したも
のである。全14巻１万４千頁について、頁毎
にテキスト化し、PDFと紐付けする形で公

開している。科学研究費補助金の成果公開
データベース助成事業として採択されて2011
年度から公開されているが、残念ながらこち
らについても現在は積極的な更新は行われて
いないとのことである。
　両データベースについて、多言語化対応や
データセットなどの技術的な事項に加えて、予
算規模、実施体制、ワークフローといった実
務的な事項についても紹介がなされた。その
上で両データベースの現状について、大学院
生の献身的な協力を必要とするようなデータ
ベースの構築体制は、大学院のあり方が変化
したこともあって、持続可能性に問題を抱えて
いること、他方で民間に委託するためには予
算面での問題があること等が指摘された。
　その後参加者全員で、日本国外への発信に
関することなど、人文系オンライン・データ
ベースの今後のあり方について議論を行った。
参考：桐原健真「日本思想史系データベース
の利用とその現状」『日本歴史』2010年１月号。
� （星野靖二）
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